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本市において調達する建設工事、測量・建設コンサルタント等業務、物品等の供給及び役務の

提供の発注に当たっては、透明性、競争性の確保を大前提に、公益的基盤の確保と地域経済再生

の観点も踏まえ、当分の間、以下のとおり公共発注の基本方針を定める。 

 

１ 基本的な考え方について 

本市が行う公共発注に当たっては、透明性の向上、公正な競争の確保及び適正な予算の執行

に十分留意しつつ、市内に本店を置く業者（以下「市内業者」という。）で適切な調達が可能

なものについては、引き続き、市内業者に発注することを基本とする。なお、 

① 除雪や災害対策等の公益的配慮が必要な土木建設分野において、市内に十分な数の業者が

確保できる場合には、透明性、競争性の確保を大前提に、市内業者に発注することを原則と

する。 

② 物品等の供給及び役務の提供については、市内業者及び市内に店舗等を置く業者に発注す

ることができる。 

とする。 

２ 受注機会の確保・増大のための措置について 

① 本市が発注する建設工事において、請負者が下請発注を行う場合には、市内業者の優先選

定に最大限努めるよう要請するものとする。資機材等の調達についても同様とする。 

② 本市が行う公共発注に当たっては、価格面、数量面、工程面等から見て、分離・分割して

発注することが適切であるかどうかを十分検討し、可能な限り分離・分割発注を行うよう努

めるものとする。 

３ 本方針の職員に対する周知徹底について 

本方針制定の趣旨を踏まえ、その実行をより確実なものとするため、本方針の一層の周知徹

底を図るものとする。 

４ 期間について 

本方針については、公共発注を巡る近隣及び全国的な状況、地域経済の状況等を踏まえつつ、

２年後を目途に必要な見直しを行う。 

 

附 則 

この方針は、平成１９年１０月１日から施行する。 

   附 則 

この方針は、平成２２年２月２日から施行する。   

 




